
大田区には、高度な製造技術を持っ
た中小企業が集まっています。その技
術力を医療分野の製品開発に生かす
ための拠点として、大田区医工連携支
援センター（以下、支援センター）が設
立されました。医療は、今後の成長産
業として注目される分野です。
「現在、日本の医療現場では、手術
等に使用する人工呼吸器や人工血
管などの約80％を外国製品に頼って
おり、医療現場では日本人の体型サイ
ズに合う医療機器が望まれています。
そんな医療現場の需要と中小企業の
技術をマッチングさせる支援センター
の取り組みに期待しています」（氏家
先生）
現在、テクノFRONT森ヶ崎の1室

を東京労災病院医工連携室とシェアし
ながら、医療と製造業の従事者らが情
報交換できる場を設け、新しい医療機
器や医療器具の開発を進めています。
「自動車産業等に使われてきた大田
区中小企業の高度な技術は、医療産

業に転用することが十分可能
です。医師が求めるニーズに応
えられる可能性を持つ企業を紹
介し、双方が課題に対して医学
的・工学的にアプローチし、製
品に落とし込んでいきます。その
打ち合わせや忌憚のない意見
交換の場として、支援センター
を使っていただいています」（木
川氏）

例えば東京労災病院の氏家先生と
（株）iMottの松尾氏の間では、理美
容師向けハサミの製造時に開発した
高硬度で生体親和性の高い炭素膜
を、医療機器に転用するプロジェクトが
進行しています。要素開発と並行して、
市販品を改良したもので医師による試
用を行っており、次期試作へのフィード
バック～コンカレント開発につなげてい
く予定です。

この試作品を完成形に近づけるとと

もに、職人の手作業で行っている生産
を大量生産のラインにのせ、国内外に
どう販売していくかが今後の課題です。
新しい生産ラインを作るための資金調
達や国内外の販売網の確立、そして
医療機器は国の認可が厳しいため、
認可申請を専門に担当する人材も必
要となります。それらを抜本的に解決す
る方法や、大量生産に至った製品が
支援センターの携わったプロジェクトか
らまず一つ成功すれば、それに続く流
れが生まれてくると考えています。支援
センターは医療現場・中小企業と三
位一体となりながら、これらの課題に
尽力しています。

寸法計測 試作加工

◆製品形状の検査（図1）　
複雑な曲面を有するタービン部品などを三次元デジタイザーで計測
することで三次元座標データが得られます。形状のCAD図面との
ずれを色のコントラストで確認できます。
◆内部部品の寸法計測（図2）
X線透視・CTシステムでは、製品を破壊することなく内部の寸法・
形状が得られます。管の内径・外径の計測や内部部品の寸法等を
非破壊で計測することができます。

◆複雑な形状をした試作品の加工（図3）
熱を加えて材料をノズルから押し出す溶融積層造形法では、医療
モデルのような複雑な形状の試作品を作製することができます。
◆透明性が必要な試作（図4）
液体の樹脂漕中で光重合させる光造形法では、半透明な試作品を
製作することができます。例えば、配管内の冷却水の流れを確認す
るために必要となる透明な試作品などを造形可能です。

　接触式・非接触式三次元寸法測定機、三次元デジタイ
ザー、X線透視・CTシステムを用いた寸法や形状の計測・検
査による支援を行っています。これらの装置を使い、三次元座
標データ（STLデータ等）を取得することで、AM（3Dプリン
ター）等の加工装置での造形が可能です。また、図面データと
の照合による製品形状の検査にもご利用いただけます。

　光造形、溶融積層造形のAM（3Dプリンター）と三次元レー
ザー加工機による試作支援を行っています。これらの装置は、
STLデータを使用して等高線状に光硬化や材料を押し出し、
レーザーによる掘り込みを繰り返して三次元形状の加工を行い
ます。工具による従来の加工法では再現が困難な複雑な曲面
形状でも、電気製品の筐体や機械部品と同様に造形すること
ができます。　
　特に、昨年度導入した溶融積層造形装置は、スーパーエン
ジニアリングプラスチック製の造形物を製作でき、耐熱性が要
求される機能試験等に利用できるようになりました。
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三次元寸法測定機
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X線透視・CTシステム

立体物の幾何形状を精密に測定・検査する装置
特に非接触式は、被測定物を傷つけずに測定可能

被測定物に投影したパターンをステレオカメラで撮影
し、形状を測定する装置。航空機等に多い緩い曲面形
状や複雑な自由曲面を持つ製品が測定可能

製品内部の形状や傷を観察でき、厚さの測定、ボイド
や異物の評価も可能

光造形装置
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三次元レーザー加工機

半透明な試作ができ、部品内部の可視化が可能

※AM：Additive Manufacturing

耐熱性が必要な製品・部品の試作が可能

セラミックス等難削材への加工が可能

図1 計測データとCADデータとの
　　比較例

図2 X線CT装置による製品内部の
　　透視画像および測定例

図3 溶融積層造形装置により製作し
　　 た医療モデル（骨盤）

図4 光造形装置により製作した模型を
　　用いた流れの確認例

医療機器開発と今後の課題
平成24年11月7日に（公財）大田区産業振興協会が東京労災病院と連携して設立した「大田区医工連携支援センター」。
大田区大森南四丁目工場アパート「テクノFRONT森ヶ崎」を拠点に、中小企業の医療機器開発を支援しています。
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　海外展開に意欲的な先進的中小企業が集積する城南地域のニーズを受けて、
「航空機産業」、「医工連携産業」、「欧州展開」をキーワードとする先端計測加工ラボを城南支所に開設しました。
計測から加工、製品評価までの一貫した技術支援を通して、研究開発を伴う付加価値の高いものづくりを支援します。
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